
現在の御前崎港
平成 16 年からは、多目的国際ターミナルとし
て海上コンテナ輸送を開始し、現在は、中国・
タイ・ベトナム航路が就航しています。近年で
は、クルーズ船の寄港などにより人々が交流す
る海の玄関口としての役割も期待され、物流と
地域振興の更なる発展が望まれています。

昭和 20～ 30 年代の御前崎港昭和 20～ 30 年代の御前崎港
昭和 23 年に工事着手した防波堤は 10 年の昭和 23 年に工事着手した防波堤は 10 年の
歳月を費やして完成し、付近を航行する船舶歳月を費やして完成し、付近を航行する船舶
の避難港として利用されてきました。地方港の避難港として利用されてきました。地方港
湾として東埠頭が整備され、砂・砂利を取り湾として東埠頭が整備され、砂・砂利を取り
扱うことで戦後の経済復興を支えてきました。扱うことで戦後の経済復興を支えてきました。

令和7年11月発行
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議会定例会
9月議会定例会は、8月
29日から33日間の会
期で開催し、9月30日
に閉会しました。

■ 9 月議会定例会で審議した議案等
議案番号 件　　　　　名 概　　　　　　　　　　　　要 審議結果

議案.
第54号

御前崎市議会議員及び御前崎市
長の選挙における選挙運動の公
費負担に関する条例の一部を改
正する条例の制定について

「公職選挙法施行令の一部を改正する政令」が公
布されたことにより、ビラ及びポスターの選挙限
度額を引き上げる改正を行うもの

全員一致で
可決

議案.
第55号

御前崎市企業職員の給与の種類
及び基準に関する条例の一部を
改正する条例の制定について

（修正案）人事院勧告に基づき、御前崎市企業職員
の令和7年4月以降の給与に関する改正を、4月に
遡及して適用するよう改めるもの

全員一致で
可決

（修正部分を除く原案）「地方公務員の育児休業等
に関する法律の一部を改正する法律」の公布に伴
い、部分休業を取得できる時間の拡大など所要の
改正を行うもの

全員一致で
可決

議案.
第56号

御前崎市農業集落排水処理施設
設置及び管理条例の一部を改正
する条例の制定について

企業会計としての独立採算制を確保する必要が
あることから、収益確保のため、農業集落排水・下
水道使用料及び水道料金の改定を行うもの

全員一致で
可決

議案.
第57号

御前崎市下水道条例の一部を改
正する条例の制定について

全員一致で
可決

議案.
第58号

御前崎市水道事業給水条例の一
部を改正する条例の制定につい
て

全員一致で
可決

議案.
第59号

東遠学園組合規約の変更につい
て

「障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援
するための法律等の一部を改正する法律の一部
の施行期日を定める政令」に伴い、新たに障害福
祉サービスの「就労選択支援」に関する条項が加
わったことにより、規約を変更するもの

全員一致で
可決

議案.
第60号

財産の取得について
（教職員用パソコン購入）

市内小中学校の教職員用パソコン120台の購入に
つき、総額2,453万円の契約を締結するため、地
方自治法の規定により、議会の議決を求めるもの

全員一致で
可決

議案.
第61号

令和7年度御前崎市一般会計予
算の補正（第3号）について

年度後半のふるさと納税寄付額を見込んだ業務
委託料増額などにより、歳入歳出それぞれ1億
5,263万6千円を増額し、総額170億2,603万円と
するもの

全員一致で
可決

議案.
第62号

令和7年度御前崎市国民健康保
険特別会計予算の補正（第1号）
について

国保システム改修のための電算業務委託料の増
額により、歳入歳出それぞれ1,375万円を増額し、
総額34億1,075万円とするもの

全員一致で
可決

議案.
第63号

令和7年度御前崎市介護保険特
別会計予算の補正（第1号）につ
いて

令和6年度事業費確定に伴う基金積立金や一般会
計への繰出金の増額などにより、歳入歳出それぞ
れ8,614万1千円を増額し、総額29億2,040万5千
円とするもの

全員一致で
可決

9月月
議会の様子は「YouTube」で配信されています。

初日 最終日
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議案番号 件　　　　　名 概　　　　　　　　　　　　要 審議結果

議案.
第64号

令和7年度御前崎市水道事業会
計予算の補正（第1号）について

車両一体型給水タンク車購入につき、納期が不足
するため令和7年度から令和8年度までの債務負
担行為へと変更するもの

全員一致で
可決

議案.
第65号

令和7年度御前崎市池新田財産
区特別会計予算の補正（第1号）
について

財産区有地の売り払いに伴う測量設計委託料の
増額により、歳入歳出それぞれ120万円を増額し、
総額を5,820万円とするもの

可否同数
議長裁決に
より可決

認定.
第1号

令和6年度御前崎市一般会計歳
入歳出決算の認定について

歳入総額171億1,455万3千円、歳出総額164億
8,407万3千円の決算

全員一致で
認定

認定.
第2号

令和6年度御前崎市国民健康保
険特別会計歳入歳出決算の認定
について

歳入総額33億7,726万8千円、歳出総額33億
5,915万2千円の決算

全員一致で
認定

認定.
第3号

令和6年度御前崎市後期高齢者
医療保険特別会計歳入歳出決算
の認定について

歳入総額5億495万7千円、歳出総額4億8,548万6
千円の決算

全員一致で
認定

認定.
第4号

令和6年度御前崎市介護保険特
別会計歳入歳出決算の認定につ
いて

歳入総額29億5,302万7千円、歳出総額28億
8,560万円の決算

全員一致で
認定

認定.
第5号

令和6年度御前崎市工業団地建
設事業特別会計歳入歳出決算の
認定について

歳入総額14万2千円、歳出総額0円の決算 全員一致で
認定

認定.
第6号

令和6年度御前崎市水道事業会
計決算の認定について

水道事業収益7億9,083万2千円、水道事業費用9
億8,477万7千円、純損失1億9,394万5千円の決算

全員一致で
認定

認定.
第7号

令和6年度御前崎市下水道事業
会計剰余金の処分及び決算の認
定について

下水道事業収益11億1,602万3千円、下水道事業
費用10億4,982万2千円、純利益6,620万1千円の
決算

全員一致で
認定

認定.
第8号

令和6年度御前崎市病院事業会
計決算の認定について

病院事業収益50億9,742万7千円、病院事業費用
54億6,185万円、純損失3億6,533万3千円の決算

全員一致で
認定

認定.
第9号

令和6年度御前崎市池新田財産
区特別会計歳入歳出決算の認定
について

歳入総額5,830万2千円、歳出総額4,950万8千円
の決算

可否同数
議長裁決に
より認定

認定.
第10号

令和6年度御前崎市池新田西財
産区特別会計歳入歳出決算の認
定について

歳入総額2,136万3千円、歳出総額901万1千円の
決算

全員一致で
認定

認定.
第11号

令和6年度御前崎市佐倉財産区
特別会計歳入歳出決算の認定に
ついて

歳入総額634万7千円、歳出総額323万2千円の決
算

全員一致で
認定

認定.
第12号

令和6年度御前崎市比木財産区
特別会計歳入歳出決算の認定に
ついて

歳入総額402万9千円、歳出総額34万3千円の決
算

全員一致で
認定
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議案番号 件　　　　　名 概　　　　　　　　　　　　要 審議結果

認定.
第13号

令和6年度御前崎市新野財産区
特別会計歳入歳出決算の認定に
ついて

歳入総額229万3千円、歳出総額20万7千円の決
算

全員一致で
認定

発議.
第7号

御前崎ケーブルテレビ施設管理
運営に関する調査特別委員会設
置に関する決議について

伝送路改修工事以降、多額の財政負担が生じてい
るケーブルテレビ事業について、実態解明のため
の調査を行う特別委員会を設置するもの

全員一致で
可決

発議.
第8号 事務検査に関する決議

地方自治法第98条第1項の規定に基づく事務検査
を、「御前崎ケーブルテレビ施設管理運営に関す
る調査特別委員会」に付託して行うもの

全員一致で
可決

議案.
第66号

御前崎市会計年度任用職員の給
与及び費用弁償に関する条例の
一部を改正する条例の制定につ
いて

正規職員との均衡を図ることを目的に、会計年度
任用職員に対して、地域手当相当額を支給するな
ど、所要の改正を行うもの

全員一致で
可決

議案.
第67号

令和7年度御前崎市一般会計予
算の補正（第4号）について

9月5日の台風15号により発生した施設の破損被
害の早期の復旧工事を実施するため、歳入歳出そ
れぞれ940万円を増額し、総額170億3,543万円
とするもの

全員一致で
可決

議案.
第68号

令和7年度御前崎市病院事業会
計予算の補正（第1号）について

議案第66号の条例改正に伴い、会計年度任用職員
の地域手当支給分の増額及び、退職する正規職員
の給与分の減額により、病院事業費用を51万5千
円減額するもの

全員一致で
可決

発議.
第9号 事務検査に関する決議

「浜岡中学校改築工事に係る雨水排水対策」に関
し、地方自治法第98条第1項の規定に基づく事務
検査を、「御前崎市予算決算審査特別委員会」に付
託して行うもの

全員一致で
可決

発議.
第10号

髙田和幸議員に対する辞職勧告
決議について

令和7年2月議会で「問責決議」、令和7年6月議会
で「議員辞職勧告決議」が可決されているにもか
かわらず、さらなる政治倫理審査基準の違反があっ
たとして、再度議員辞職を勧告するもの

賛成多数で
可決

議案番号
議員名（議席順）

案件・結果
（賛成＝○ 反対＝×）

髙
田
和
幸

福
田
伸
次

川
口
知
幸

石
川
貴
広

村
田
明
彦

小
田
芳
久

二
俣
秀
明

櫻
井　

勝

河
原
﨑
惠
士

植
田
浩
之

渥
美
昌
裕

阿
形　

昭

阿
南
澄
男

議案
第65号

令和７年度御前崎市池新田財産区特別会計
予算の補正（第１号）について

可
決×××○××○○○○

※
／
○
×○

認定
第９号

令和６年度御前崎市池新田財産区特別会計
歳入歳出決算の認定について

認
定×××○××○○○○

※
／
○
×○

発議
第10号 髙田和幸議員に対する辞職勧告決議について 可

決
除
斥××○×○○○○○※×○

◆賛否が分かれた議案 ※議長は採決には加われません。

（議案第 65号、認定第９号は、可否同数のため議長裁決にて可決・認定）
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髙田和幸議員に対する辞職勧告決議

御前崎市議会は、これまでの髙田和幸議員の一連の行動を、議会の品位と権威を傷つけるとともに御前
崎市議会に対する市民の信頼を著しく失墜させるものであるとして、令和７年２月議会で「問責決議」、
令和７年６月議会で「御前崎市議会議員政治倫理規程第 10条第２項の措置に関する決議」、及び「議員辞
職勧告決議」を可決しているが、髙田議員は、こうした御前崎市議会の意思決定を軽視し、全く反省の姿
勢を示していない。それどころか、自身のブログで公然と御前崎市議会を批判している。
また、御前崎市議会政治倫理審査委員会から令和７年９月５日付けで議長へ提出された審査結果報告書
によれば、あらためて髙田議員による以下の行動が御前崎市議会議員政治倫理規程第３条の政治倫理基準
に違反するものと認定された。

①	 政治倫理審査委員会結果報告書に対する自身の弁明書の中に、秘密会の議事に関する内容を記載し、
これを本会議場で読み上げたこと。

②	 髙田議員の発言の真偽を確認するための調査が実施された際、自ら名乗り出ようとした職員の口止め
をして、政治倫理審査委員会の審査を妨害したこと。

③	 令和７年６月 13日の本会議終了後、議場において特定の職員にハラスメント行為を行ったこと。

④	 御前崎市政を批判するチラシを町内会の回覧文書として地域住民に回覧したこと。

⑤	 政治倫理審査委員会における事情聴取の際、一切の証言を拒否したうえ、手提げバッグを机に叩きつ
けるようにして退席したこと。

なお、同報告書の最後には、髙田議員に対し「議員辞職勧告」の措置を講ずるよう求めるとの付帯意見
が添えられている。
髙田議員に対する措置については、議長から諮問を受けた議会運営委員会において協議され、公平かつ
慎重なる審査を行った御前崎市議会政治倫理審査委員会の審査結果及び付帯意見を尊重することが確認さ
れている。
髙田議員は、これまでも「表現の自由」、「発言の自由」などと言って、自分に都合の良いように事実を
歪曲して発言しており、こうした言動が、同僚議員をはじめ市職員、町内会役員や地域住民にまで迷惑を
掛けていることを自覚し反省すべきである。
自らの権利を振りかざし、他人の意見や忠告には耳を貸そうとしない髙田議員の政治姿勢は、市民の代
表者たる市議会議員の本質から著しく逸脱しており、これを御前崎市議会としては断じて許すわけにはい
かない。
よって、御前崎市議会は、髙田和幸議員に対し、自らの意思により速やかに議員辞職することを、あら
ためて強く勧告するものである。
以上、決議する。

令和 7年 9月 30日
御前崎市議会
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令
和
７
年
９
月
12
日
及
び
９
月
19
日

に
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
委
員
会

で
の
質
疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
議
案
第
55
号
に
つ
い
て
】
P.2
参
照

問
本
来
、
２
月
議
会
に
提
出
す
べ

き
給
与
改
定
条
例
の
改
正
を
失

念
し
た
の
で
す
か

答
今
回
の
改
正
内
容
の
中
で
10
月

１
日
か
ら
施
行
す
る
部
分
も
あ

り
ま
す
。
附
則
の
中
で
、
そ
れ
以
外
の

部
分
は
公
布
の
日
か
ら
と
い
う
こ
と
で

漏
れ
て
お
り
ま
す
。
現
行
の
運
用
に
合

わ
せ
て
改
正
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

問
御
前
崎
市
企
業
職
員
の
地
域
手

当
が
４
月
か
ら
９
月
ま
で
支
給

さ
れ
て
い
な
い
の
で
す
か

答
４
月
か
ら
地
域
手
当
を
支
給
し

て
お
り
ま
す
が
、
後
ろ
盾
と
な

る
条
例
が
改
正
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
で

し
た
の
で
、
改
正
を
お
願
い
す
る
も
の

で
す
。

問
既
に
地
域
手
当
が
支
給
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
れ
ば
、
４
月
１
日

質
委
員

疑会
に
遡
っ
て
遡
及
適
用
し
な
い
と
条
例
違

反
に
な
り
ま
せ
ん
か

答
条
例
ど
お
り
で
は
な
い
と
い
う

こ
と
は
事
実
で
あ
り
ま
す
。

な
お
、
議
案
第
55
号
は
、
企
業
職
員

の
地
域
手
当
が
、
既
に
令
和
7
年
4
月

か
ら
支
給
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
4

月
か
ら
遡
及
適
用
す
る
旨
の
記
載
へ
と

修
正
案
が
出
さ
れ
、
原
案
の
一
部
の
修
正

案
と
、
修
正
部
分
を
除
く
原
案
に
つ
い

て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

令
和
７
年
９
月
12
日
に
委
員
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
委
員
会
で
の
質
疑
は
次

の
と
お
り
で
す
。

【
議
案
第
58
号
に
つ
い
て
】
P.2
参
照

問
令
和
11
年
度
に
3
回
目
の
水
道

料
金
の
改
定
が
予
定
さ
れ
て
い

る
と
い
う
認
識
で
よ
い
か

答
そ
の
と
お
り
で
す
。

問
令
和
11
年
度
に
予
定
さ
れ
て
い

る
水
道
料
金
及
び
下
水
道
料
金

は
、
近
隣
他
市
と
比
較
し
て
同
程
度
の

料
金
か

答
同
程
度
に
な
る
予
定
で
す
。

文
教
厚
生

委
員
会

議会の様子は
「YouTube」で
配信されています。

総
務
経
済

委
員
会

議会の様子は
「YouTube」で
配信されています。

問
医
療
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化

を
受
け
、
従
来
の
治
す
医
療
か

ら
予
防
す
る
医
療
へ
の
転
換
が
強
く
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
予
防
医
療
を
積
極

的
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
、
市
と
し

て
の
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
医
療
費
の

抑
制
と
社
会
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
中
で
も
、
特
に
重
要

な
の
が
、
運
動
習
慣
の
定
着
で
す
。
健

康
寿
命
を
延
ば
す
に
は
、
日
常
的
・
習

慣
的
な
運
動
が
不
可
欠
で
あ
り
、
市
と

し
て
も
、
住
民
が
運
動
習
慣
を
身
に
つ

け
ら
れ
る
支
援
体
制
や
環
境
整
備
を
強

化
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
市
が
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
予
防
医

療
と
今
後
の
強
化
に
つ
い
て
伺
う

答
本
市
で
は
、
予
防
医
療
の
推
進

に
向
け
て
、
１
次
予
防
、
２
次

予
防
、
３
次
予
防
の
各
段
階
に
お
い
て

様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
１
次
予
防
と
し
て
、
ま
ち
の
保
健

室
や
健
康
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
開
催
し
、

２
次
予
防
と
し
て
、
市
民
の
受
診
機
会

の
確
保
と
利
便
性
の
向
上
を
図
り
、
３

次
予
防
と
し
て
、
保
健
師
や
管
理
栄
養

士
に
よ
る
個
別
の
保
健
指
導
を
実
施

し
、
重
症
化
の
防
止
に
努
め
て
お
り
ま

す
。
ま
た
健
康
寿
命
の
延
伸
に
は
運
動

習
慣
の
定
着
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
と

認
識
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
市

民
が
無
理
な
く
楽
し
く
継
続
で
き
る
よ

う
、
市
民
プ
ー
ル
「
ぷ
る
る
」
と
連
携

し
た
運
動
教
室
を
実
施
す
る
な
ど
、
運

動
機
会
の
提
供
に
も
力
を
入
れ
て
お
り

ま
す
。
今
後
も
生
活
習
慣
病
の
予
防
や

重
症
化
予
防
、
そ
し
て
医
療
費
の
抑
制

に
し
っ
か
り
と
つ
な
げ
る
よ
う
予
防
医

療
の
取
り
組
み
を
一
層
推
進
し
、
各
世

代
に
応
じ
た
健
康
づ
く
り
を
支
援
し
て

ま
い
り
ま
す
。

一般質問

•	

予
防
医
療
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

阿南澄男

一般質問 9月10日、3名が登壇
市政を問う

議会の様子は「YouTube」で
配信されています。

高齢者体操教室
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問
交
通
安
全
白
書
で
は
、
小
学
生

の
交
通
死
亡
事
故
は
歩
行
中
が

５
割
以
上
占
め
て
い
ま
す
。
市
民
の

方
々
よ
り
御
前
崎
小
学
校
の
通
学
路
の

側
溝
の
ふ
た
の
穴
に
児
童
の
つ
ま
先
が

挟
ま
り
転
倒
の
危
険
性
が
あ
る
と
の
指

摘
が
あ
り
ま
し
た
。
側
溝
の
ふ
た
の
穴

の
危
険
性
に
対
す
る
対
策
が
必
要
で
は

な
い
か
伺
い
ま
す

答
道
路
の
拡
幅
や
歩
道
の
設
置
が

困
難
な
通
学
路
に
は
、
グ
リ
ー

ン
ベ
ル
ト
を
設
け
る
な
ど
走
行
車
両
に

対
し
て
注
意
喚
起
を
行
い
、
通
学
路
の

安
全
確
保
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
県
や

関
係
機
関
と
連
携
し
、
状
況
に
即
し
た

具
体
的
な
ハ
ー
ド
対
策
を
検
討
し
ま
す
。

問
国
は「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
循
環

戦
略
」
を
策
定
し
、
２
０
３
５

年
ま
で
に
使
用
済
み
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を

１
０
０
％
リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ
イ
ク
ル
等
に

有
効
利
用
す
る
よ
う
様
々
な
取
り
組
み

を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル
の
重
要
性
の
認
識

と
、
本
市
の
現
状
を
伺
い
ま
す

答
廃
棄
物
の
削
減
、
再
使
用
や
リ

サ
イ
ク
ル
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
も

求
め
ら
れ
て
お
り
、
全
世
界
で
取
り
組

む
べ
き
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
認
識
し

て
お
り
ま
す
。
本
市
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル
は
「
第
２
次
御
前

崎
市
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
」
に

お
い
て
燃
料
化
あ
る
い
は
再
商
品
化
を

す
る
計
画
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

問
本
市
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
廃
棄
物

リ
サ
イ
ク
ル
は
ほ
ぼ
で
き
て
い

る
が
、
再
商
品
化
は
市
外
の
企
業
で
行

わ
れ
て
い
る
た
め
、
ペ
レ
ッ
ト
製
造
企

業
を
拡
充
し
、
市
内
の
企
業
で
の
再
商

品
化
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
、

松
坂
副
市
長
の
お
考
え
を
伺
い
ま
す

答
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ペ
レ
ッ
ト
製
造

業
を
は
じ
め
と
し
た
リ
サ
イ
ク

ル
関
連
企
業
が
市
内
に
増
加
す
る
こ
と

で
、
商
工
業
の
活
性
化
や
雇
用
創
出
に

つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。
既
に
多
く
の

大
企
業
が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル

事
業
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
が
、
事

業
採
算
は
厳
し
い
と
の
話
も
伝
わ
っ
て

お
り
ま
す
。
今
後
は
、
私
の
民
間
企
業

で
の
経
験
を
活
か
し
、
市
内
外
の
様
々

な
企
業
と
意
見
交
換
を
し
、
商
工
業
の

発
展
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

一般質問

小田芳久

•	

御
前
崎
小
学
校
の
通
学
路
の
側
溝
の

ふ
た
の
穴
の
危
険
性
と
対
策
に
つ
い
て

•	

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル
の
重
要
性
に

対
す
る
認
識
と
市
の
現
状
に
つ
い
て

問
牧
之
原
市
で
は
２
０
３
３
年
に

地
頭
方
小
学
校
を
含
む
相
良
小

中
一
貫
校
が
誕
生
す
る
予
定
と
聞
い
て

い
る
。
こ
れ
に
よ
り
８
年
後
に
は
御
前

崎
中
学
校
か
ら
地
頭
方
の
子
供
た
ち
は

い
な
く
な
り
、
白
羽
、
御
前
崎
地
区
の

子
供
た
ち
だ
け
と
な
る
。
そ
の
よ
う
に

な
る
前
に
、
御
前
崎
中
学
校
を
ど
う
す

る
べ
き
か
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
う
が
い
か
が
か

答
本
年
９
月
３
日
に
牧
之
原
市
長

か
ら
正
式
に
「
牧
之
原
市
小
中

学
校
の
再
編
に
伴
う
御
前
崎
中
学
校
に

関
す
る
協
議
に
つ
い
て
（
依
頼
）」
の

文
書
を
受
領
し
ま
し
た
。
御
前
崎
中
学

校
の
学
習
環
境
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
本
市
に
と
っ
て
極
め
て

重
要
な
課
題
で
あ
り
、
慎
重
に
対
応
す

べ
き
で
あ
る
た
め
、
今
後
２
年
を
目
安

に
方
向
性
を
決
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問
子
供
や
保
護
者
、
地
域
住
民
の

意
見
を
集
約
す
る
必
要
が
あ
る

と
思
う
。
情
報
提
供
や
勉
強
会
、
検
討

会
を
計
画
す
る
つ
も
り
は
あ
る
か

答
白
羽
の
ん
の
ん
英
育
園
に
通
う

保
護
者
か
ら
の
意
見
聴
取
は
必

要
だ
と
考
え
て
お
り
、
本
年
度
、
園
に

出
向
い
て
現
状
説
明
と
意
見
聴
取
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。

問
御
前
崎
中
学
校
の
再
編
に
つ
い

て
は
、
３
年
間
通
学
す
る
中
学

生
の
こ
と
を
第
一
と
し
て
考
え
て
も
ら

い
た
い
。
全
国
学
力
学
習
調
査
の
結
果

が
悪
い
状
況
を
考
え
れ
ば
、
よ
り
学
習

に
取
り
組
め
る
環
境
を
整
え
る
必
要
が

あ
る
と
思
う
が
い
か
が
か

答
子
供
た
ち
に
と
っ
て
教
育
の
質

を
確
保
し
、
充
実
し
た
学
び
を

保
障
す
る
こ
と
が
最
も
大
切
な
こ
と
だ

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問
歴
史
、
伝
統
、
通
学
時
間
等
を

考
え
る
と
浜
岡
中
学
校
と
の
合

併
は
現
実
的
で
は
な
い
と
思
う
が
い
か

が
か
。
ま
た
、
御
前
崎
中
学
校
の
在
り

方
を
検
討
す
る
に
あ
た
り
、
各
方
面
の

意
見
を
集
約
し
て
欲
し
い
が
い
か
が
か

答
合
併
に
つ
い
て
は
教
育
委
員
会

と
一
体
と
な
っ
て
考
え
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
御
前
崎
中
学
校
に

つ
い
て
は
、
方
法
論
を
示
し
て
地
域
住

民
の
意
見
を
聞
く
た
め
に
、
意
見
聴
取

の
方
法
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

一般質問

髙田和幸

•	

学
区
再
編
に
つ
い
て
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議会の様子は「YouTube」で
配信されています。

9月11日、5名が登壇　市政を問う

問
本
市
に
お
い
て
こ
こ
の
と
こ
ろ
、

猪
等
に
よ
る
農
作
物
被
害
や
生

活
環
境
へ
の
悪
影
響
が
深
刻
化
し
て
お

り
、
住
民
の
安
全
や
営
農
活
動
に
対
す

る
大
き
な
脅
威
と
な
っ
て
い
ま
す
。

猟
友
会
会
員
の
高
齢
化
や
後
継
者
不

足
を
踏
ま
え
、
若
年
層
や
新
規
参
入
者

に
対
す
る
支
援
策
を
伺
い
ま
す　

答
今
後
、
猟
友
会
会
員
の
高
齢
化

が
進
み
継
続
し
て
い
く
こ
と
が

困
難
と
な
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
国

の
交
付
金
事
業
な
ど
を
活
用
し
、
猟
友

会
と
地
域
の
農
業
者
が
連
携
し
た
総
合

的
な
対
策
を
研
究
し
て
お
り
ま
す
。

問
本
市
に
お
い
て
、
今
後
ど
の
よ

う
な
害
獣
対
策
を
し
て
い
く
の

か
、
具
体
策
を
伺
い
ま
す

答
猟
友
会
と
地
域
の
農
業
者
に
よ

る
活
動
組
織
を
設
置
し
、
ワ
ナ

設
置
個
所
な
ど
の
範
囲
を
拡
大
し
ま

す
。
ま
た
、
狩
猟
税
の
非
課
税
や
狩
猟

免
許
更
新
時
の
技
能
講
習
免
除
、
公
務

災
害
の
適
用
と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
も
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
対
策
強
化
に
よ
り

獣
害
を
防
止
し
、
安
定
し
た
農
業
生
産

の
確
保
を
図
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

問
大
規
模
災
害
時
に
、
避
難
所
と

な
る
市
内
体
育
館
の
暑
さ
対
策

は
、喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
小
中
学
生
に
お
き
ま
し
て
も
同

様
に
、
体
育
館
を
使
用
す
る
中
で
の
熱

中
症
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
本
市
に
お
い

て
酷
暑
時
の
熱
中
症
対
策
と
し
て
、
現

時
点
で
ど
の
よ
う
な
対
応
策
が
講
じ
ら

れ
て
い
ま
す
か
。
ま
た
、
国
の
防
災
減

災
対
策
の
交
付
金
や
補
助
制
度
を
活
用

し
た
、
空
調
整
備
計
画
の
検
討
状
況
に

つ
い
て
伺
い
ま
す

答
放
射
線
防
護
施
設
に
指
定
さ
れ

て
い
る
体
育
館
に
つ
い
て
は
、

ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
の
設
置
を
行
っ
て

い
ま
す
。
学
校
で
の
体
育
の
授
業
や
部

活
動
を
行
う
際
の
熱
中
症
対
策
と
し

て
、
空
調
設
備
の
必
要
性
に
つ
い
て
、

調
査
研
究
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問
避
難
所
と
な
る
体
育
館
へ
の
空

調
整
備
に
つ
い
て
、
本
市
独
自

の
対
応
を
伺
い
ま
す

答
放
射
線
防
護
施
設
の
エ
ア
シ
ェ

ル
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
現
在
設

置
し
て
い
る
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
よ
り

大
型
の
も
の
を
設
置
予
定
で
す
。

一般質問

植田浩之

•	

猪
等
に
よ
る
獣
害
対
策
に
お
け
る
猟
友

会
の
役
割
と
市
の
支
援
に
つ
い
て

•	

避
難
所
と
な
る
体
育
館
の
空
調
整
備
に

つ
い
て

一般質問

石川貴広

•	

御
前
崎
市
職
員
人
事
評
価
制
度
に	

つ
い
て

•	

御
前
崎
市
立
図
書
館
に
つ
い
て

問
人
事
評
価
制
度
の
費
用
対
効
果

を
ど
の
よ
う
に
検
証
し
て
い
る

の
か
伺
う

答
費
用
対
効
果
の
検
証
は
行
っ
て

お
り
ま
せ
ん
が
、
引
き
続
き
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
実
行
し
、
業
務
効

率
の
改
善
や
生
産
性
の
向
上
を
促
進
す

る
と
と
も
に
、
職
員
の
能
力
開
発
と
人

材
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問
現
行
の
評
価
基
準
や
プ
ロ
セ
ス

は
、
市
長
が
重
視
す
る
「
職
員

の
挑
戦
意
識
の
向
上
」
に
つ
な
が
る
仕

組
み
と
な
っ
て
い
る
か
伺
う

答
挑
戦
意
識
は
、
現
行
の
評
価
要

素
に
含
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
能
力
・
態
度
評
価
項
目
が
11
項
目

ご
ざ
い
ま
す
が
、
全
て
の
項
目
が
重
要

で
あ
り
評
価
ウ
エ
イ
ト
に
差
は
設
け
て

お
り
ま
せ
ん
。
日
頃
か
ら
あ
ら
ゆ
る
機

会
を
と
お
し
て
職
員
に
挑
戦
意
識
に
つ

い
て
し
っ
か
り
と
伝
え
て
お
り
ま
す
。

問
人
事
評
価
結
果
の
極
端
な
中
央

化
の
要
因
を
伺
う

答
人
事
評
価
制
度
は
適
正
に
運
用

さ
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
お
り

ま
す
が
、評
価
結
果
の
現
状
を
分
析
し
、

制
度
や
基
準
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。  

問
御
前
崎
市
立
図
書
館
に
期
待
す

る
役
割
を
伺
う

答
市
民
の
教
養
を
養
い
、
思
考
力

や
学
力
の
向
上
に
資
す
る
と
と

も
に
、
生
涯
学
習
施
設
と
し
て
市
民
の

課
題
解
決
に
寄
与
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問
電
子
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
導
入
の

可
能
性
を
伺
う

答
ラ
イ
セ
ン
ス
料
な
ど
の
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
や
コ
ン
テ
ン
ツ
の

充
実
度
、
端
末
利
用
が
難
し
い
方
へ
の

対
応
な
ど
課
題
も
あ
り
ま
す
。
今
後
、

利
用
実
態
に
即
し
た
導
入
が
可
能
か
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問
近
隣
市
住
民
の
利
用
も
多
い
御

前
崎
市
立
図
書
館
の
誘
客
効
果

を
、
ま
ち
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
意
向

が
あ
る
か
伺
う

答
第
一
に
「
読
書
・
調
査
・
学
習

の
場
」
と
し
て
の
機
能
を
確
実

に
維
持
・
充
実
さ
せ
た
上
で
、
必
要
に

応
じ
て
時
代
の
変
化
や
市
民
ニ
ー
ズ
に

即
し
た
工
夫
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま

す
。
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一般質問

川口知幸

•	

御
前
崎
市
内
の
学
校
再
編
に
つ
い
て

•	

時
代
の
変
遷
に
よ
る
本
市
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
に
つ
い
て

問
市
内
小
中
学
校
の
再
編
に
つ
い

て
、
市
民
か
ら
の
意
見
収
集
や

策
定
の
た
め
の
組
織
体
制
の
要
望
を
し

た
が
、
昨
年
９
月
以
降
の
進
捗
を
伺
う

答
意
見
収
集
に
つ
い
て
は
市
民
の

皆
様
の
意
見
を
取
り
入
れ
、
新

し
い「
御
前
崎
市
教
育
振
興
基
本
計
画
」

な
ど
に
反
映
し
て
ま
い
り
ま
す
。
組
織

体
制
に
つ
い
て
は
、
関
係
各
所
と
連
携

し
引
き
続
き
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問
昨
年
の
９
月
議
会
で
「
本
市
に

と
っ
て
の
再
編
が
ど
う
あ
る
べ

き
か
研
究
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
。」
と

回
答
を
頂
い
た
が
、
今
後
の
方
針
は
明

ら
か
に
な
っ
た
の
か

答
他
市
の
状
況
や
事
例
の
調
査
を

続
け
て
お
り
ま
す
。
地
域
の
良

さ
を
活
か
し
て
教
育
の
質
を
確
保
し
、

充
実
し
た
学
び
を
保
障
す
る
こ
と
を
基

本
方
針
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

問
御
前
崎
中
学
校
に
通
学
す
る
地
頭
方
地

区
の
生
徒
は
、
２
０
３
３
年
に
は
現
在

計
画
が
進
ん
で
い
る
牧
之
原
市
立
の
中
学
校
に

通
学
が
決
定
し
た
と
聞
い
た
が
そ
の
と
お
り
か

答
義
務
教
育
学
校
を
令
和
15
年
度

開
校
に
向
け
て
進
め
る
と
報
告

を
受
け
て
お
り
ま
す
。
本
市
も
教
育
の

質
を
確
保
し
、
学
校
の
在
り
方
を
考
え

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
引
き
続
き
牧
之

原
市
と
協
議
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問
本
市
に
は
ス
ク
ラ
ム
ス
ク
ー
ル

協
議
会
と
い
う
特
色
あ
る
活
動

が
あ
る
が
、
様
々
な
社
会
変
化
に
ど
の

よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か

答
時
代
の
変
化
に
即
し
た
活
動
を

維
持
し
、
子
供
た
ち
の
健
や
か

な
成
長
を
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体

と
な
っ
て
支
え
て
い
け
る
よ
う
、
環
境

整
備
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

問
市
内
の
小
中
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
加

入
率
は
ど
の
程
度
か 

答
加
入
率
は
、
ほ
ぼ
１
０
０
％
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
子
供
た
ち

の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
に
、
教
育
活

動
へ
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

問
本
市
で
は
、
特
色
あ
る
活
動
は

ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か

答
奉
仕
作
業
や
通
学
点
検
な
ど
、

教
育
環
境
の
整
備
や
子
供
た
ち

の
安
心
安
全
の
確
保
に
向
け
、
積
極
的

に
活
動
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

問
農
業
の
担
い
手
支
援
、
新
規
就

農
、
基
盤
整
備
等
、
農
業
の
将

来
展
望
に
つ
い
て
伺
う

答
担
い
手
支
援
に
つ
い
て
は
、
新

規
就
農
者
に
対
し
て
、
県
や
Ｊ

Ａ
と
共
同
で
、
経
営
の
評
価
と
指
導
を

定
期
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
認

定
農
業
者
に
対
し
て
も
、
補
助
金
や
融

資
制
度
を
活
用
し
た
支
援
を
継
続
し
て

い
ま
す
。
基
盤
整
備
に
つ
い
て
は
、
比

木
地
区
の
水
田
基
盤
整
備
事
業
が
継
続

さ
れ
、
朝
比
奈
地
区
で
は
地
元
農
家
と

の
調
整
が
完
了
し
、
事
業
同
意
の
取
得

を
進
め
て
お
り
ま
す
。
新
た
な
取
り
組

み
に
つ
い
て
は
、
先
端
技
術
を
活
用
し

た
ス
マ
ー
ト
農
業
や
、
地
域
の
農
家
が

共
同
で
取
り
組
む
集
落
営
農
の
手
法
な

ど
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問
若
者
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
そ
の

施
設
整
備
に
つ
い
て
伺
う

答
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
や
Ｂ
Ｍ
Ｘ
な

ど
は
、
特
に
若
者
の
ス
ポ
ー
ツ

振
興
に
有
効
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
本

年
も
開
催
さ
れ
た
サ
ー
フ
ィ
ン
の
世
界

大
会
で
は
、
ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー
ツ
の
体

験
会
も
実
施
さ
れ
、
多
く
の
子
供
が
参

加
し
て
お
り
ま
す
。
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド

や
Ｂ
Ｍ
Ｘ
の
施
設
な
ど
は
、
野
球
場
や

プ
ー
ル
な
ど
の
施
設
と
比
較
す
る
と
、

比
較
的
費
用
が
抑
え
ら
れ
る
と
予
想
さ

れ
ま
す
が
、
本
市
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の

維
持
管
理
状
況
は
、
多
額
の
費
用
が
必

要
と
な
っ
て
お
り
、
新
た
な
ス
ポ
ー
ツ

施
設
を
整
備
す
る
こ
と
は
難
し
い
状
況

で
す
。サ
ー
フ
タ
ウ
ン
構
想
に
お
い
て
、

マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
を
考
え
て
お

り
、
今
後
も
民
間
の
力
を
活
用
し
な
が

ら
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
近
隣
市
に
お
け
る
ア
ー
バ
ン
ス

ポ
ー
ツ
な
ど
の
施
設
状
況
を
把
握
し
、

本
年
度
中
を
目
途
に
調
査
・
研
究
を
し

て
ま
い
り
ま
す
。

一般質問

村田明彦

•	

市
内
農
業
の
将
来
展
望
に
つ
い
て

•	

若
者
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
そ
の
施
設

整
備
に
つ
い
て
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令
和
７
年
９
月
16
日
か
ら
18
日
の
３

日
間
、
委
員
会
を
開
催
し
、
付
託
さ
れ

た
補
正
予
算
５
件
及
び
令
和
６
年
度
決

報
委
員

告会

問
大
井
川
利
水
関
係
協
議
会
発
出

文
書
、
協
議
会
で
の
市
長
の
発

言
の
意
図
、
協
議
会
に
お
け
る
本
市
の

対
応
方
針
に
つ
い
て

答
Ｊ
Ｒ
東
海
か
ら
静
岡
県
中
央
新

幹
線
対
策
本
部
を
通
し
て
「
山

梨
県
境
付
近
の
掘
削
工
事
に
伴
う
健
全

な
水
循
環
の
回
復
措
置
と
し
て
の
田
代

ダ
ム
取
水
抑
制
案
の
実
施
等
に
つ
い
て
」

協
議
会
の
了
解
を
得
た
い
と
依
頼
が
あ

り
ま
し
た
。
協
議
会
と
し
て
東
京
電
力

リ
ニ
ュ
ー
ア
ブ
ル
パ
ワ
ー
と
の
協
議
に
あ

た
っ
て
の
前
提
及
び
県
境
付
近
か
ら
の

静
岡
県
内
の
高
速
長
尺
先
進
ボ
ー
リ
ン

グ
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
に
了
解
し
た

も
の
で
す
。
調
査
で
得
ら
れ
た
結
果
に

つ
い
て
、
専
門
部
会
に
お
い
て
科
学
的
・

工
学
的
に
検
証
し
、
当
協
議
会
へ
報
告

を
求
め
る
と
と
も
に
、
調
査
を
進
め
る

に
あ
た
っ
て
リ
ス
ク
管
理
や
期
間
、
不

測
の
事
態
が
発
生
し
た
場
合
の
対
応
に

つ
い
て
意
見
し
て
お
り
ま
す
。
水
問
題

の
「
対
話
完
了
」
と
い
う
表
現
に
つ
い

て
は
、
工
事
の
進
捗
、
進
行
状
況
に
合

わ
せ
た
、
そ
の
対
応
の
た
め
の
指
針
が

決
定
し
た
と
い
う
意
味
で
捉
え
て
い
ま

す
。
Ｊ
Ｒ
東
海
も
詳
細
な
科
学
的
デ
ー

タ
を
逐
次
公
表
す
る
こ
と
や
問
題
が
発

生
し
た
場
合
の
対
応
策
を
示
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
Ｊ
Ｒ
東
海
も
県
も
適
切
な

対
応
を
さ
れ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

発
言
内
容
に
つ
い
て
は
、「
当
該
工

事
に
よ
っ
て
大
井
川
の
水
源
に
影
響
を

与
え
な
い
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い

か
」
と
い
う
点
に
着
目
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
リ
ニ
ア
工
事
に
関
す
る
会

議
で
は
工
事
技
術
や
湧
水
情
報
の
タ
イ

ム
リ
ー
な
公
開
に
よ
る
透
明
性
の
確
保

に
つ
い
て
発
言
し
ま
し
た
。

本
市
の
対
応
方
針
は
、
市
民
生
活
や

地
域
産
業
に
影
響
が
な
い
よ
う
、
大
井

川
の
水
資
源
や
自
然
環
境
の
保
全
に
向

け
、
国
や
県
、
流
域
市
町
と
連
携
し
て

ま
い
り
ま
す
。

問
市
民
団
体
か
ら
の
公
開
質
問
状

の
回
答
に
つ
い
て

答
本
市
と
し
て
は
、
リ
ニ
ア
工
事

に
よ
っ
て
市
民
生
活
や
地
域
産

業
に
影
響
が
な
い
よ
う
、
水
資
源
や
自

然
環
境
の
保
全
に
向
け
、
国
や
県
、
流

域
市
町
と
連
携
し
、
対
応
し
て
い
く
方

針
で
す
。

一般質問

福田伸次

•	

大
井
川
利
水
関
係
協
議
会
に
つ
い
て

•	

市
民
団
体
か
ら
の
公
開
質
問
状
の	

回
答
に
つ
い
て

予
算
決
算
審
査

特
別
委
員
会

算
13
件
に
つ
い
て
、
関
係
部
課
長
か
ら

細
部
に
わ
た
り
内
容
の
説
明
を
求
め
慎

重
に
審
査
し
た
結
果
、
す
べ
て
の
議
案

を
原
案
の
と
お
り
可
決
及
び
認
定
す
べ

き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
令
和
３
年
７
月
に
工
事
が
完

了
し
た
浜
岡
中
学
校
校
舎
改
築
工
事
に

伴
う
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
雨
水
排
水
対
策
に

つ
い
て
、
教
育
総
務
課
長
か
ら
現
状
と

今
後
の
対
策
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

意　見　書

認定第１号　令和６年度御前崎市一般会計歳入歳出決算の認定について

総 務 課 シティプロモーション事業については、令和８年度の予算におい
て抜本的な見直しを行い、効果的な事業を推進するよう求める。

企 画 政 策 課 市民意識調査については、市政の根幹を成すものであるので、
全庁的に問題意識を持って取り組むこと。

税 務 課 業務推進を高く評価する。

健康づくり課
中東遠看護専門学校（東海アクシス看護専門学校）を卒業した
看護師の獲得に向け、健康づくり課を中心に積極的に取り組むよ
う強く求める。

教 育 総 務 課
近年の猛暑を踏まえ、体育館の空調整備を進めるとともに、災
害時の避難所としての活用も見据え、空調設備の早急な導入を強
く求める。

学 校 教 育 課 市が推進するスクラムグッドマナー運動は大きな成果を上げてい
る。引き続き、啓蒙啓発を推進するよう強く求める。

社 会 教 育 課
社会教育課が進める「御前崎クエスト事業」は、その内容や費
用対効果を検証し、現在の委託先に限らず、他の事業者への委
託も含めて事業の在り方を検討するよう求める。
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の
修
繕
や
外
部
搬
出
等
の
検
討
が
必
要

で
あ
る
。
修
繕
し
た
場
合
に
は
、
他
市

町
の
可
燃
物
を
受
け
入
れ
す
る
な
ど
し

て
収
入
を
増
や
し
分
担
金
の
削
減
を
目

指
す
こ
と
が
条
件
と
な
る
。

２
０
１
１
年
に
浜
岡
原
子
力
発
電
所

が
停
止
し
て
以
降
、
運
転
し
て
い
る
原

子
力
発
電
所
で
の
業
務
経
験
が
な
い
発

電
所
員
が
約
４
割
強
い
る
こ
と
に
よ

り
、
知
識
・
技
能
の
維
持
・
継
承
の
た

め
に
、次
の
と
お
り
取
り
組
ん
で
い
る
。

○
再
稼
働
す
る
同
型
炉
（
女
川
原
発
）

へ
の
運
転
員
等
の
派
遣

○
プ
ラ
ン
ト
起
動
前
に
行
う
系
統
機
能

試
験
の
経
験
及
び
ノ
ウ
ハ
ウ
の
継
承
等

根　拠 内　容

GX2040
ビジョン GX推進法

•	脱炭素投資を促すため、2040 年頃の目指すべきGX
産業構造、GX産業立地政策の方向性を提示

•	カーボンプライシングの具体策などGX市場創造 等

エネルギー
基本計画

エネルギー
政策基本法

•	エネルギー政策についての今後の方向性
•	 2040 年度のエネルギー需給構造（再エネや原子力な
どの比率（電源構成）、エネルギー自給率など）等

地球温暖化
対策計画

地球温暖化
対策推進法

•	すべての温室効果ガス（フロンなど非エネルギー起
源の温室効果ガスを含む）の排出削減の取組

•	新たな排出削減目標（NDC） 等

令
和
７
年
９
月
19
日
に
委
員
会
を
開

催
し
、
次
の
と
お
り
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

１　
Ｇ
Ｘ
２
０
４
０
ビ
ジ
ョ
ン
・
次
世

代
原
子
炉
の
状
況
に
つ
い
て

　
　
経
済
産
業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

　
　
原
子
力
立
地
政
策
室

�

利
根
川
室
長　

○
Ｇ
Ｘ
２
０
４
０
ビ
ジ
ョ
ン

脱
炭
素
社
会
と
産
業
振
興
の
両
立
を

目
指
す
国
家
戦
略

○
次
世
代
原
子
炉
の
状
況
に
つ
い
て

安
全
性
を
大
前
提
に
原
子
力
発
電
所

の
再
稼
働
を
進
め
つ
つ
、
次
世
代
革

新
炉
の
開
発
・
設
置
な
ど
取
り
組
み

を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

２　
浜
岡
原
子
力
発
電
所
周
辺
環
境
放

射
能
調
査
結
果
に
つ
い
て

　
　
静
岡
県
環
境
放
射
線
監
視
セ
ン
タ
ー

�

若
松
所
長

令
和
６
年
度
調
査
で
は
、
浜
岡
原
子

力
発
電
所
か
ら
の
環
境
へ
の
影
響
は
認

め
ら
れ
な
か
っ
た
。

３　
技
術
力
の
維
持
向
上
・
継
承
に
向

け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

�

中
部
電
力
㈱

令
和
７
年
９
月
19
日
に
委
員
会
を
開

催
し
、
牧
之
原
市
御
前
崎
市
広
域
施
設

組
合
が
作
成
し
た
「
焼
却
施
設
に
関
す

る
調
査
研
究
会
報
告
」
に
つ
い
て
、
市

民
課
長
及
び
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
所
長

か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

〇
調
査
研
究
の
目
的

焼
却
施
設
は
供
用
開
始
か
ら
32
年
が

経
過
し
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
た
め

毎
年
高
額
の
施
設
修
繕
費
を
計
上
し
て

お
り
、
構
成
２
市
の
財
政
状
況
を
考
慮

し
施
設
の
在
り
方
に
つ
い
て
考
え
て
い

く
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の

た
め
、
コ
ス
ト
・
経
済
性
・
持
続
性
・

実
現
の
可
能
性
な
ど
を
検
証
し
、
構
成

２
市
に
と
っ
て
最
善
の
選
択
を
模
索

し
、
具
体
化
の
方
向
性
を
導
き
出
す
こ

と
を
目
的
と
す
る
。

〇
総
論
（
調
査
研
究
会

3

3

3

3

3

と
し
て
の
最
善

策
）

静
岡
県
が
策
定
し
た
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
（
ケ
ー
ス
３
）
に
従
い
進
め
て
い
く

こ
と
が
、
構
成
２
市
だ
け
で
な
く
近
隣

市
町
に
と
っ
て
も
将
来
的
な
ご
み
処
理

問
題
の
解
決
、安
定
処
理
に
つ
な
が
る
。

な
お
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
へ
の
移
行

期
間
に
つ
い
て
は
、
い
か
に
コ
ス
ト
を

抑
え
る
か
が
重
要
で
あ
り
、
既
存
施
設

静岡県一般廃棄物処理広域マスタープラン

原
子
力
対
策

特
別
委
員
会

中
長
期
計
画
共
創

特
別
委
員
会

ケース 期　間 広域化範囲

ケース 1 現　在 御前崎市・牧之原市の一部（ 旧相良町）

ケース 2 令和 4年度～令和 13年度	
（計画期間） 御前崎市・牧之原市・吉田町

ケース 3 令和 14年度～令和 34年度	
（長期的な展望） 御前崎市・牧之原市・吉田町・島田市・川根本町

ケース 4 令和 34年度～	
（長期的な展望）

御前崎市・牧之原市・吉田町・島田市・川根本町・藤枝市・
焼津市・静岡市

GX2040 ビジョン、エネルギー基本計画、地球温暖化対策計画の位置づけ
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ロ
ジ
ー
の
発
展
に
よ
り
引
き
起
こ
す
社

会
の
変
化
を
否
定
し
な
い
こ
と
、
先
端

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
前
の
め
り
に
な
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

研
修
日　
令
和
７
年
８
月
１
日
（
金
）

会
場　
静
岡
カ
ン
ト
リ
ー

　
　
　
浜
岡
コ
ー
ス
＆
ホ
テ
ル

講
師　
関
東
農
政
局
静
岡
県
拠
点
地
方

参
事
官　
河
合
亮
子
氏

演
題　
「
荒
廃
農
地
を
考
え
る
」

４
市（
掛
川
市・菊
川
市・牧
之
原
市・

御
前
崎
市
）
の
議
員
が
一
同
に
会
し
、

荒
廃
農
地
の
現
状
や
課
題
、
今
後
の
可

能
性
に
つ
い
て
、
国
の
担
当
者
か
ら
説

明
を
受
け
ま
し
た
。
講
演
後
は
、
講
演

の
内
容
を
踏
ま
え
①
「
ど
う
活
か
す
？

動
か
す
？
荒
廃
農
地
再
生
へ
の
道
筋
」

②
「
つ
な
ぐ
農
地
、
つ
く
る
担
い
手
～

次
世
代
へ
の
バ
ト
ン
～
」
③
「
地
域
の

力
で
売
れ
る
を
つ
く
る
特
産
品
開
発
の

可
能
性
」
の
３
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て

議
員
間
で
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

議
員
研
修

研
修
日　
令
和
７
年
７
月
11
日
（
金
）

会
場　
グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
（
静
岡
市
）

講
師　
作
家
／
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

�

佐
々
木
俊
尚
氏

演
題　
「
Ａ
Ｉ
、自
動
運
転
、医
療
Ｄ
Ｘ
、

現
代
の
先
端
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

は
、
産
業
や
社
会
を
ど
う
変
え

て
い
く
か
」

地
方
分
権
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
議

員
と
し
て
の
意
識
改
革
を
促
し
、
地
域

住
民
の
立
場
に
立
っ
た
新
し
い
地
域
づ

く
り
を
効
率
的
か
つ
効
果
的
に
推
進
で

き
る
議
員
の
育
成
や
市
町
の
枠
を
超
え

た
議
員
相
互
交
流
、
議
員
の
資
質
向
上

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
研
修
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

講
演
会
で
は
、
近
年
の
発
展
し
て
い

く
Ａ
Ｉ
技
術
に
よ
り
、
自
動
運
転
を
活

用
し
た
無
人
タ
ク
シ
ー
の
実
施
や
、
医

療
Ｄ
Ｘ
を
導
入
し
た
医
療
費
の
削
減
な

ど
社
会
情
勢
に
対
応
す
る
た
め
の
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
の
発
展
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
ま
し
た
。
発
展
し
て
い
く
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
に
対
し
、
大
切
な
こ
と
は
テ
ク
ノ

令
和
７
年
度	

静
岡
県
市
町
議
会
議
員
研
修
会

第
19
回

東
遠
議
員
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム

講演内容を受け意見を出し合う議員 講演会を聴く 4市の議員

御
前
崎
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
施
設

管
理
運
営
に
関
す
る
調
査

特
別
委
員
会

８
月
29
日
に
開
催
さ
れ
た
本
会
議
に

お
い
て
「
御
前
崎
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
施

設
管
理
運
営
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員

会
」
が
設
置
さ
れ
、
本
委
員
会
へ
の
検

査
権
が
付
与
さ
れ
ま
し
た
。

本
委
員
会
の
目
的
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
事
業
が
、
市
民
生
活
と
地
域
社
会

に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
公
共
性
の
高

い
事
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
施
設

管
理
運
営
の
適
正
性
を
調
査
す
る
も
の

で
あ
り
、
平
成
31
年
４
月
の
伝
送
路
改

修
工
事
負
担
金
契
約
の
締
結
に
至
っ
た

経
緯
と
、
そ
の
後
の
事
務
処
理
及
び
株

式
会
社
御
前
崎
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
経

営
状
況
等
の
実
態
を
解
明
す
る
も
の
で

す
。９

月
10
日
に
１
回
目
の
委
員
会
を
開

催
し
、
委
員
長
に
阿
南
澄
男
委
員
、
副

委
員
長
に
二
俣
秀
明
委
員
が
互
選
さ
れ

ま
し
た
。
今
後
は
、
伝
送
路
改
修
工
事

前
後
の
株
式
会
社
御
前
崎
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
の
会
計
状
況
に
つ
い
て
詳
細
な
調

査
を
実
施
し
、
伝
送
路
改
修
工
事
負
担

金
契
約
の
妥
当
性
や
必
要
性
に
つ
い
て

検
証
を
進
め
て
い
き
ま
す
。



おまえざき  市議会だより　第 82 号　　2025 年 7.8.9 月

13

震
災
か
ら
お
よ
そ
14
年
ぶ
り
に
再
稼
働

し
ま
し
た
。

〇
東
海
第
二
発
電
所（
茨
城
県
東
海
村
）

東
海
第
二
発
電
所
の
防
潮
堤
は
、
敷

地
内
へ
の
津
波
の
流
入
を
防
ぐ
た
め
、

全
長
約
１・
７
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
高
さ

20
メ
ー
ト
ル
に
及
び
、
発
電
所
の
周
囲

に
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
使
用

済
燃
料
乾
式
貯
蔵
施
設
で
は
、
使
用
済

燃
料
を
乾
式
キ
ャ
ス
ク
に
入
れ
て
貯
蔵

し
て
い
ま
す
。
乾
式
キ
ャ
ス
ク
貯
蔵
と

は
、
使
用
済
燃
料
を
ヘ
リ
ウ
ム
ガ
ス
と

と
も
に
頑
丈
な
金
属
製
の
乾
式
キ
ャ
ス

ク
に
封
じ
込
め
、
貯
蔵
す
る
方
式
で
あ

り
、
東
海
第
二
発
電
所
で
は
、
7
年
以

上
冷
却
し
た
使
用
済
燃
料
を
乾
式
キ
ャ

ス
ク
に
入
れ
て
順
次
貯
蔵
し
て
い
ま

す
。

視
察
研
修

視
察
日　
令
和
７
年
７
月
１
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
３
日
（
木
）

視
察
先
及
び
内
容

〇
女
川
町
役
場
・
女
川
原
子
力
発
電
所

（
宮
城
県
女
川
町
）

女
川
町
役
場
に
て
、
女
川
町
議
会
議

員
と
の
懇
談
会
を
実
施
し
、
女
川
町
に

お
け
る
原
子
力
災
害
対
策
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
ま
し
た
。
女
川
原
子
力
発
電

所
に
は
、
３
基
の
発
電
設
備
が
あ
り
、

２
号
機
は
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

事
故
を
教
訓
と
し
た
新
規
制
基
準
を
適

合
し
た
安
全
対
策
工
事
が
令
和
６
年
５

月
に
完
了
し
、
同
年
11
月
に
東
日
本
大

原
子
力
対
策
特
別
委
員
会

女川原子力発電所にて説明を受ける議員

東海第二発電所にて説明を受ける議員

政
治
家
（
候
補
者
・
候
補
者
と
な
ろ
う
と
す
る
者
・
現
に
公
職
に
あ
る
者
）

は
、
公
職
選
挙
法
に
よ
り
選
挙
区
内
の
人
に
対
し
て
寄
附
や
あ
い
さ
つ
状

（
答
礼
の
た
め
の
自
筆
に
よ
る
も
の
は
除
く
）
を
出
す
こ
と
は
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

！
政
治
家
の
寄
附
行
為
・
年
賀
状
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

※公益社団法人 明るい選挙推進協会リーフレットより抜粋
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委 員 長　植田浩之　　　委員　小田芳久　　石川貴広　　川口知幸
副委員長　村田明彦　　　　　　福田伸次　　髙田和幸　　　　　　

編
議 広 特 委
集
会 報 別 員会

12月議会定例会の予定

	11月	20日（木）	 議会運営委員会
	 	28日（金）	 本会議（議案説明）
	12月	10日（水）	 本会議（質疑・一般質問）
	 	11日（木）	 本会議（一般質問）
	 	12日（金）	 総務経済委員会
	 	 	 文教厚生委員会
	 	15日（月）	 予算決算審査特別委員会
	 	17日（水）	 特別委員会
	 	19日（金）	 議会運営委員会
	 	23日（火）	 本会議（質疑・討論・採決）

議会を傍聴しませんか？
○市議会はどなたでも傍聴することができます。傍聴席には限りが
ありますので、超過した場合は別室でのテレビ傍聴となります。

○耳の聞こえにくい方のためにイヤホン型の補聴支援用機器があり
ます。（3名分）

○事前予約は必要ありません。当日、市役所 4階議会事務局へ	
お越しください。

○御前崎市議会傍聴規則をお守りください。
◎傍聴に来られない方も市議会の様子をご覧いただけます！！
本会議・常任委員会・予算決算審査特別委員会等の内容は、おま
えざきケーブルテレビの市民チャンネルのデジタル 122 チャンネ
ルで放映されます。放送日については、その都度、音声告知放送
にてお知らせします。
また、本会議・常任委員会の内容は、インターネット
動画共有サイト「YouTube」でライブ・アーカイブ
配信されます。

市民の皆様の声をお寄せください
議会だより作成や編集に役立てるため、議会だよりの感想をお聞
かせください。電話・FAX・郵送・Eメールで受付します。
◇住所・氏名・電話番号を明記してください。
◇お便りの返却はいたしません。

御前崎市議会 議会広報特別委員会（議会事務局）
〒437-1692 静岡県御前崎市池新田5585
TEL（NTT・CATV） : 0537-85-1115 / FAX : 0537-85-1139
E-mail : gikai@city.omaezaki.shizuoka.jp

問
い
合
わ
せ
先御前崎市マスコットキャラクター

ふうちゃん
御前崎市マスコットキャラクター

なみまる

12月議会定例会は、11月28日（金）から12月23日（火）	
までの26日間の会期で開催される予定です。
日程は、変更になる場合がありますので、事前に議会	
事務局（電話85-1115）までお問い合わせください。

議
会
の
う
ご
き

7　月
1
日　
原
子
力
対
策
特
別
委
員
会
視
察
研
修
（
～
3
日
）

8
日　
大
井
川
の
清
流
を
守
る
研
究
協
議
会
総
会

11
日　
静
岡
県
市
町
議
会
議
員
研
修
会

15
日　
静
岡
県
原
子
力
発
電
所
環
境
安
全
協
議
会
本
会
議

	

全
国
原
子
力
発
電
所
立
地
市
町
村
議
会
議
長
会
役
員
会
・
定
期
総
会

17
日　
議
会
広
報
特
別
委
員
会

22
日　
議
会
全
員
協
議
会

	

予
算
決
算
審
査
特
別
委
員
会

	

御
前
崎
市
議
会
政
治
倫
理
審
査
委
員
会
の
秘
密
会
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会

23
日　
中
東
遠
地
区
市
議
会
議
長
協
議
会

24
日　
議
会
広
報
特
別
委
員
会

28
日　
御
前
崎
市
議
会
政
治
倫
理
審
査
委
員
会
の
秘
密
会
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会

8　月
1
日　
第
19
回
東
遠
議
員
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム

5
日　
御
前
崎
市
議
会
政
治
倫
理
審
査
委
員
会
の
秘
密
会
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会

	

志
太
榛
原
五
市
二
町
議
会
議
長
連
絡
協
議
会

7
日　
東
遠
学
園
組
合
議
会
全
員
協
議
会

8
日　
御
前
崎
市
議
会
政
治
倫
理
審
査
委
員
会
の
秘
密
会
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会

12
日　
東
遠
広
域
施
設
組
合
議
会

　
　
　
東
遠
工
業
用
水
道
企
業
団
議
会
全
員
協
議
会
・
定
例
会

19
日　
議
会
全
員
協
議
会

	

予
算
決
算
審
査
特
別
委
員
会

	

御
前
崎
市
議
会
政
治
倫
理
審
査
委
員
会
の
秘
密
会
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会

20
日　
議
会
運
営
委
員
会

25
日　
政
治
倫
理
審
査
委
員
会

27
日　
全
国
市
議
会
議
長
会
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
札
幌
（
～
28
日
）

28
日　
第
15
回
全
国
原
子
力
発
電
所
立
地
議
会
サ
ミ
ッ
ト
実
行
委
員
会

29
日　
議
会
運
営
委
員
会

	

9
月
議
会
定
例
会
本
会
議
（
初
日
）

	

政
治
倫
理
審
査
委
員
会

9　月
2
日　
政
治
倫
理
審
査
委
員
会

3
日　
御
前
崎
市
牧
之
原
市
学
校
組
合
議
会
定
例
会

5
日　
政
治
倫
理
審
査
委
員
会

10
日　
9
月
議
会
定
例
会
本
会
議
（
質
疑
・
一
般
質
問
）

	

御
前
崎
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
施
設
管
理
運
営
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会

11
日　
9
月
議
会
定
例
会
本
会
議
（
一
般
質
問
）

12
日　
総
務
経
済
委
員
会

	

文
教
厚
生
委
員
会

16
日　
議
会
運
営
委
員
会

	

予
算
決
算
審
査
特
別
委
員
会

17
日　
予
算
決
算
審
査
特
別
委
員
会

18
日　
予
算
決
算
審
査
特
別
委
員
会

19
日　
中
長
期
計
画
共
創
特
別
委
員
会

　
　
　
総
務
経
済
委
員
会

　
　
　
原
子
力
対
策
特
別
委
員
会

26
日　
議
会
運
営
委
員
会

30
日　
議
会
運
営
委
員
会

	

9
月
議
会
定
例
会
本
会
議
（
最
終
日
）

	

議
会
全
員
協
議
会


